
39Ｃ＆Ｔ　2018－4

　また、同じ紙面では上場組のファンケルとハーバ
ー研究所が顔をそろえ、それぞれ独自のストレスケ
ア製品を発信した一方、成長組といえそうなメディ
プラス、えそらフォレストが虎の子商品を披露し、
ストレスフリーコスメ市場が活気づいていることを
うかがわせた。
　「日やめ止め」一辺倒だったサンケア製品は現在、
広範なポリューション（汚染）からの防御を求めら
れている。
　（掲載企業一覧＝岩瀬コスファ、日光ケミカルズ、
一丸ファルコス、クローダジャパン、セティ、永廣
堂本店、森永製菓、リポテック、アイ・ティー・オ
ー、ＢＡＳＦジャパン、ウィルファーム）

　実際、ここへ来てアンチポリューション機能をう
たったスキンケア製品を市場へ投入するメーカーの
動きが顕著になってきた。
　折しも、姉妹紙 週刊粧業２月５日号に掲載の特
集「環境ストレス/ストレスフリーコスメ」では、
取材協力を得たメーカー数が２ケタの10社に達した
ことが、末端が盛り上がる兆候を示している
　本特集では、大手マンダムが紫外線やエアコンな
ど外的なストレスから肌を守る製品の成り立ちや市
場への仕掛け方を紹介したほか、ポーラ・オルビス
グループの有力２社による異なるストレスケアを網
羅するなど、市場が本格的な盛り上がりを見越した
製品の充実度合いを発信した。

　かつては紫外線照射量が多いとされる５月頃が実需期のピークだった日やけ
止め化粧品が、時間の経過を経て現在のような通年型アイテムへと位置づけが
変わってきた。役目を求められる時期が一年中になってきた変化にともない、
サンケア製品は肌への負担軽減や、また愛用者にとって尽きることがない安全
性追求に応えたいメーカー各社の意志を受け、原料供給者は厳しいリクエスト
に対応してきた経緯がある。さらに、ここへきてサンケアに降って注いだ新し
い役割として、まだ一般に浸透したとはいいづらい大気汚染対策「アンチポリ
ューション」へ舵を切っていくメーカーの動きが顕在化してきた。幸いにも環
境に恵まれた日本では、まだアンチポリューションが喫緊の課題にはあがって
いないが、やがて末端で生活者の関心が一気に高まれば当該原料に引き合いの
大波が寄せられそうだ。また、サンケアと似て非なる用途といえる美白につい
ても、化粧品マーケットで主要な売上構成比を占めるポジショニングは変わっ
ていない。メーカー各社のＲ＆Ｄ部門は、美白製品で「さらに上」を目指して
研鑽を続けている。

サンケアが差し掛かる大きな転換局面
美白も進化止まらず有力素材が目白押し

美白＆サンケア原料
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　化粧品原料商社大手の岩瀬コスファでは、2017年
に盛り上がりを見せた、エイジングケアと関係の深
い光老化への意識の高まりから、サンケア・サンス
クリーン剤へ注目が集まっているとし、Ｏ／Ｗ処方
へ添加できるサンスクリーン原料「コスメサーブ
WP-40W」（大日本化成）と「Tinosorb A2B」（Ｂ
ＡＳＦ社、TinosorbはＢＡＳＦ社の登録商標）を
勧めている。
　「近年、サンスクリーンのデイリー使用が増加
し、さらに、女性だけでなく男性も使用するよう
になってきた。普段使いしやすいO ／ Wの製品が
増えてきていることから、『コスメサーブWP-40W』

『Tinosorb A2B』の提案を強めている」（担当者）
　微粒子酸化チタン水分散体でハンドリング性が優
れている「コスメサーブWP-40W」は、表面活性が
限りなく低減されているため、水溶性高分子との相
性に優れており、処方が崩れにくい。
　同原料の分散性を確認するため、Ｏ／Ｗ処方に増
粘剤としてよく使用されるカルボマーと（アクリレ
ーツ／アクリル酸アルキル（Ｃ10―Ｃ30））クロス
ポリマーをそれぞれ0.4％の濃度で配合した試料に
同原料を添加・撹拌し、外観状態から分散性を評価
する実験を行った。
　通常の微粒子酸化チタンを添加した製剤は、撹拌

しても凝集
物が確認で
きた一方、
同原料を添
加した製剤
は綺麗に分
散した。さ
らに、経時
変化を確認
するため40
℃の環境で

１週間・１カ月保管した実験では、同原料を配合し
た製剤は凝集することなく品質を保ち、安定性に優
れていることが確認できた。
　各pHにおける経時での粘度安定性では、同原料
にカルボマーゲルなどを添加したpH5.0・5.5・6.0・
6.5・7.0の製剤を５℃・25℃・40℃・50℃・変温・
室温の環境に置いて30日間測定したが、粘度の変化
はあまり見られなかった。
　「綺麗に分散する同原料はＳＰＦ値を高めやすく、
さらに、配合することで非常に安定した製剤にする
ことが可能だ。また、酸化チタンを配合した製剤を
塗布すると通常、白くなりがちだが、同原料は透明
性が高いため白浮きすることもない」（担当者）
　トリスビフェニルトリアジンを水中に分散させ
た「Tinosorb A2B」は2016年にポジティブリスト
入りした原料で、ＵＶＡⅡ波（320nm ～ 340nm）
までカバーすることができる。従来の日本市場に
は、ＵＶＡ波（320 ～ 400nm）とＵＶＢ波（280 ～
320nm）に対応する紫外線吸収剤が汎用されていた
が、同原料が認可されたことで、ＵＶＡⅡ波にもア
プローチできるようになり、より一層効果的なサン
スクリーン剤を開発できるようになった。
　また、同原料は有機物を微粒子形状にしているた
め、紫外線吸収効果だけでなく、光の反射や多重散
乱などの紫外線散乱効果を見込める。さらに、ＳＰ
Ｆ値を効果的に向上させつつＵＶＡ・Ｂ波の吸収も
バランスよく高めることができ、処方に配合するこ
とで、紫外線に対する効果をさらに強固にする。
　処方への適合については、Ｏ／Ｗには配合が容易
で、Ｗ／Ｏでは、水相に添加して乳化、もしくは乳
化後に予備希釈を行い50℃以下で撹拌しながら混合
することでも使用できる。
　「サンスクリーンのデイリーケアに関しては、Ｏ
／Ｗ製剤向けの原料を紹介し、より高いＳＰＦ値が
求められるスポーツやレジャー向けでは、W ／ O

Ｏ／Ｗに対応するサンスクリーン原料の提案強化
～気運高まる美白分野に「シムブライト」を紹介～

岩瀬コスファ

コスメサーブ WP-40W の分散性評価
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でに示されている。
　同原料は、紫外線や大気汚染、ブルーライトなど
の環境ストレスから肌を保護することが期待でき、
メラニン生成阻害に関しては、既存のチロシナーゼ
活性阻害ではない作用でアプローチするため、既存
の美白成分との相乗効果が期待できる。
　特に、チロシナーゼ活性阻害成分としてよく使用
される「SymWhite 377」と一緒に配合することで、
美白への効果的なアプローチが期待できるという。

製剤に対応する
最適な原料を提
案していく」（担
当者）
　さらに、美白
に関しては、「エ
イジングケア市
場の活性化と連
動し、市場が活
発化しつつある」（担当者）とし、2017年のＣＩＴ
Ｅ Japanでシムライズ社が発表した「シムブライト」
をおすすめ原料として挙げた。
　「シムブライト」は炎症後色素沈着過剰症へ対応
し、クラリセージという花からさまざまな外的刺激
によって起こるシミを防ぐ効果が期待できるスクラ
レオールを抽出・精製し製造した植物由来原料だ。
　スクラレオールが生体内で変換されることで生
じ、その後の抽出・濃縮プロセスを経て高純度で得
ることができるスクラレオリドは、香料製造や香料
混合物として数十年の使用実績があり、安全性はす

「シムブライト」と「Symwhite377」との相乗効果
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最終ユーザーを意識した処方とともに製品を紹介
～超高濃度酸化亜鉛分散剤や美肌サポート成分に注力～

日光ケミカルズ

　ニッコールグループ　日光ケミカルズ（本社＝東
京）は、長年培ってきたコロイド化学や皮膚科学の
知見をベースにグループ７社の総合力を活かして、
原料の開発・製造・販売から製剤開発、安全性・有
用性評価まで、幅広いニーズに応えるトータルサポ
ートサービスを展開している。さらに、パートナー
との共同研究や商社機能を活用して、国内外から安
全・安心で安定供給可能な幅広い原料を取り揃え、
新しいストーリーやコンセプト提案など差別化を進
めている。
　サンケア分野では、関連会社のKOBOディスパテ
ック社の製品を販売している。
　KOBOディスパテック社は、高度な分散技術を活
かして、微粒子酸化チタンや微粒子酸化亜鉛をさま
ざまな分散剤や分散媒を用いてディスパーションに
した製品をラインナップしている。優れたＵＶ遮蔽
効果を示しながら高い透明性を実現しているのが最
大の特徴だ。高度な表面処理と分散技術により、粒
子径を理想的なサイズでコントロールできるため、
ＵＶ遮蔽効果を最大限に発揮させることが可能。さ
らに、油中や水中に安定して粉体を均一分散させら
れるため、高濃度の粉体を配合しても白浮きの少な
い透明性のあるサンスクリーン製剤を実現すること
ができる。
　最近では、処方開発者の目線で製品化した高濃度
酸化亜鉛ディスパーション「CMNIP70ZK1J」の提
案に注力している。
　通常、酸化チタンや酸化亜鉛を分散させたディス
パーションに使われている分散剤は、べとつくなど
使用感が良くないものが多く、配合量によっては最
終製剤の使用感に影響する場合がある。そこで、Ｋ
ＯＢＯディスパテック社の分散技術を応用し、分散
剤の使用量を大幅に減らして微粒子酸化亜鉛を分散
させたディスパーション「CMNIP70ZK1J」を開発
したという。

　「CMNIP70ZK1J」は、従来のディスパーション
に比べて「分散剤の配合量を３分の１までカットし
た（当社比）」（開発担当）といい、分散媒も軽い使
用感のシリコーン油やエステル油を使うことで最終
製剤の使用感に影響しにくい酸化亜鉛ディスパーシ
ョンとなっている。さらに、粉体濃度が70％まで高
めることに成功。目的のＵＶ遮蔽性を出すために必
要な処方への配合量が従来品と比べ少なくなり、自
由に配合できる成分の割合が増えるため、処方開発
の幅が広がる製品となっている。
　またKOBOディスパテック社では、分散技術を応
用して、メイク製品に使用される顔料を分散させた
カラーディスパーションも製造している。
　３本ローラーやディスパーミキサーを用いた従来
の方法で製造された分散物よりも分散性や色の安定
性が良く、ロットブレも少ないことが特徴だ。また、
発色やツヤ感に優れ、塗布表面が滑らかで粒残りも
生じにくく、ロットブレも少ない。さらに、流動性
のあるペースト状になっているため分散効率がよく
製造作業の短縮ができ、粉散りする心配がないため
作業環境の改善にもつながる利点もある。
　美白分野では、メラニンの排出を促し色ムラのな
い美肌へ導くリノール酸誘導体「NIKKOL VF−Ｌ
ＩNO」の提案に注力している。
　「NIKKOL VF−LINO」は、「メラノソームの表
皮細胞への取り込みを抑制」し、「ターンオーバー

表１ 「CMNIP70ZK1J」のメリット
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ーンオーバー
を通常の速度
まで戻すこと
が重要だ。
　「NIKKOL 
VF−LINO」
は、メラノソ
ームを取り込
んでターンオ
ーバーが遅延
した表皮細胞にのみ働くため、ターンオーバーが正
常化し、色ムラの改善が期待できる。
　日光ケミカルズでは、このような優れた製品をた
だ単に紹介するのではなく、最終ユーザーを意識し
た処方とともに紹介している。
　また、顧客の要望に応じた的確な安全性・有用性
評価方法や共同開発の提案もしており、開放研究室
における製剤化支援や研修など、グループの総合力
を活かした、他社ではできないような提案型企業と
して活動を行っている。

を正常な状態へ誘導」する２ステップで美白効果を
サポート。新しい作用メカニズムに着目した製品だ。
　皮膚の色の変化は、紫外線の暴露などにより合成
されたメラニンがメラノソームという小胞が表皮細
胞へと取り込まれ、皮膚表面に顕在化して起こる。
さらに紫外線の暴露は、メラノソームの表皮細胞へ
の取り込みも促進することが知られている。
　「NIKKOL VF−LINO」は、表皮細胞への過剰な
メラノソームの取り込みを抑制する作用があるた
め、皮膚表面でのメラノソームの顕在化を防ぎ、美
白効果をサポートすることが期待できる。
　また、表皮細胞のターンオーバーは、メラノソー
ムを取り込むことで遅延することが知られている。
遅延したターンオーバーを戻すため、単純にターン
オーバーを促進させても、効果があるとは限らない。
色素沈着部位以外のターンオーバーも速くなってし
まうため、全体の皮膚の色は改善しているにも関わ
らず色素沈着部位とその他の皮膚の色の差がより強
調され、色ムラが目立ってしまう場合がある。その
ため、ターンオーバーを促進するよりも遅延したタ

図１ NIKKOL VF-LINO の表皮細胞への
メラノソーム取り込み抑制作用

未添加 
10 μmol/L  

NIKKOL VF-LINO 
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メラニンの移動を制御する新・美白アプローチ３原料
～作用機序の異なる美白素材で多角的なシミケアを実現～

一丸ファルコス

渡され表皮を黒化
することにより形
成される。前述の
キネシンは、メラ
ノソームを運ぶ機
能を持つ輸送タン
パクであり、キネ
シンの発現を抑制
する作用をもつシ
ンデレラケアを配
合 す る こ と に よ
り、メラニンを表
皮細胞へ運ばせず、肌の黒化（色素沈着）を止める
ことにつながる。
　ヒトモニター試験では、１％シンデレラケア配合
ローションの継続使用により、メラニンインデック
ス（黒色度）の低下とシミ個数の減少が確認されて
いる。さらに、４週間後の目もと塗布部では、試験
前に比べ、くまの領域・面積ともに縮小することが
認められた。「シンデレラケア」は、美白効果に加え、
エイジングケア効果も期待できる。
　次に紹介する「クレアージュ＜プルーン酵素分解
物＞」は、色素細胞から表皮細胞への「メラニンの
細胞間移動」を抑制する作用機序が確認されている。

（表２）
　メラニン顆粒が色素細胞から表皮細胞へ移行する

（メラニン取り込み）現象には、表皮細胞によるメ
ラニン顆粒の貪食作用が働いている。つまり、「ク
レアージュ」では、表皮細胞がメラニンを食べる「食
欲」（貪食作用）を抑制する作用機序により肌色の
黒化を抑えるという新しい美容理論が成り立つ。
　この美白理論をもとに、同社は「メラニンダイエ
ット」（日本国商標 第4933821号）の商標を取得し、

「メラニンダイエットで美白する」機能性素材とし
て、2004年よりこの素材を販売しており、これまで

　従来の美白化粧品は、シミの原因となるメラニン
の産生を直接抑制する作用をもつ素材を配合したも
のが主流だったが、美白研究が進み、各化粧品メー
カーが独自の色素沈着を抑える機序を提案し、それ
に対応する美白化粧品が発売されるようになった。
　化粧品・医薬部外品、健康食品の機能性原料を研
究・開発している一丸ファルコスは、肌の「色素沈
着のメカニズム」に着目して美白素材の開発を進め
ており、作用機序がそれぞれ異なる美白素材をライ
ンナップして「多角的な美白アプローチ」を提唱し
ている。
　近年の研究開発では、肌の色素沈着において「メ
ラニンの移動」が重要な過程となっていることに着
目し、「（産生された）メラニンの移動を制御し美白
する」という新たな切り口をもつ「シンデレラケア

〈タイムエキス（１）〉」「クレアージュ〈プルーン酵
素分解物〉」「ファルコレックス キウイＢ〈キウイ
エキス〉」の３原料の開発に成功している。
　まず、「シンデレラケア〈タイムエキス（１）〉」は、
メラニンを産生する色素細胞内において、「メラニ
ンの細胞内移動」を担う「キネシン」の発現を濃度
依存的に強く抑制し、いわば「メラニンの歩みをと
める」ことで美白効果が期待できる。（表１）2014

年に、「in-cosmetics 
Asia（タイ・バンコ
ク）」にて革新的な
原料に贈られる最優
秀化粧品原料賞の銅
賞を受賞し、国際的
に高い評価を得てい
る。
　シミは、チロシナ
ーゼやメラニンを内
包するメラノソーム
が表皮細胞へと受け表 1　「シンデレラケア」のメラニン移動抑制作用

表 2　「クレアージュ」のメラニン取込抑制作用
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がある。メ
ラニンを取
り込んだ黒
化表皮基底
細胞は、分
裂能力が低
下し、メラ
ニンは肌深
部の基底層に蓄積・滞留する。この停滞メラニンが
シミ形成の原因の一つとなることが、近年の研究で
明らかになっている。「ファルコレックス キウイＢ」
は、停滞メラニンの分裂を促すことで、シミを改善
する効果が期待できる。（表３）
　１％ファルコレックス キウイＢ配合ローション
を４週間塗布したヒトモニター試験では、塗布部に
おいて、試験前に比べメラニンインデックスの低下、
皮膚明度の向上、そしてシミ個数の減少が観察され
た。モニター試験の結果からも、「ファルコレック
ス キウイＢ」には、肌の淡色化とシミの改善効果
が期待できる。

国内外で採用実績を伸ばし、ロングセラーの美白素
材の一つに成長している。
　ヒトモニター試験では、クレアージュ５％溶液を
顔面に１カ月間塗布したところ、コントロールに比
べ角質細胞中で凝集するメラニン顆粒の減少が確認
された。また、モニター頬部に３カ月間塗布した肌
は、試験前に比べてメラニンインデックスが低下し、
肌の白色度が向上した。さらに、見た目年齢に関わ
る肌の色ムラを改善する作用も認められた。
　最後に紹介する「ファルコレックス キウイＢ〈キ
ウイエキス〉」は、肌深部に停滞するメラニンを抱
えた表皮細胞の分裂を促進し、排出（ピールオフ）
するという「メラニン含有細胞の移動」に着目した
美白素材として提案している。
　表皮角化細胞は、表皮最深部にある基底細胞のみ
分裂機能をもち、色素細胞でつくられたメラニン
は、基底細胞より上層の有棘層にある細胞へ渡さ
れ、ターンオーバーによって排出される。しかし、
紫外線や炎症などによりメラニンが過剰に生産され
ると、基底細胞がメラニンを取り込んでしまうこと

表 3 ファルコレックス キウイＢの色素細胞分裂抑制作用
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症による皮膚ダメージに対し、有効な対策をしてい
ただきたい」と強く結論づけている。
　対策用原料として、Sederma社の「Citystem」（ニ
ガハッカエキス）、「Senestem」（ヘラオオバコ）、

「Majestem」（エーデルワイス）をラインナップ化
した。これらはブルーライト照射による酸化因子の
減少効果や、炎症誘発メディエーターの抑制で効果
を示すデータを取得している。「Citystem」は大気
汚染とスクリーン公害に有効な対策成分である。

「Senestem」は、肌のダークスポットを明るくする
効果があるといい、根深い老人性色素斑を薄めるデ
ータを取得している。さらに、呼称の響きが「エー
デルワイスエキス」と化粧品に好適な「Majestem」
は、首や頬のたるみなどを引き締めるという。
　クローダジャパンは、これら有意なスキンケア効
果を併せ持つブルーライト対策用成分を利用し、サ
ンスクリーンのみではなく、夜用、昼用の多機能ス
キンケア化粧品への広がりを構築したいと掲げてい
る。
　一方で、同社はサンケアにおいて、従来の酸
化チタンの提案を緩めることはせず、「Solaveil 
SpeXtra」などの重要度は変わっていない。同原料
は、ブルーライトを含む広域スペクトルの紫外線防
御ができる独自性の高い成分である。

　ブルーライトを美白＆サンケアの領域で
「新たな公害」として驚異と見る傾向が高ま
ってきている。クローダジャパンではその危
険性に着目し、ブルーライト保護効果を示す
３種の植物由来原料の提案を強化している。
　同社はサンケア市場で近年顕著になった
変化として「紫外線対策としてＳＰＦ機能が
ついたサンスクリーン製品を、年間を通じて
毎日使うようになったことで大きく広がっ
た」（マーケティング部）と指摘している。
一方で、そうして市場購買力が高まったサン
ケアのマーケットであっても「『日やけさえ防いだ
らいい』で済んだ時代は終焉し、ハイブリッドな多
機能化が求められている」（同）ことが先端の商品
トレンドとなっていることにも触れ、紫外線と同等
かそれ以上に警戒すべき危険因子にブルーライトを
挙げた。また、同社は実際に生活者が日常生活の中
でブルーライトをどれだけ浴びているかを示す統計
データを挙げ、仕事上でのパソコン操作や昼夜に渡
るスマートフォン操作により、実に１日当たり12時
間以上も「光害」にさらされていると警笛を鳴らし
ている。
　以上のことから、クローダジャパンは「ブルーラ
イトを効果的に防ぎ、主に早期老化を導く酸化、炎

日常生活に潜む光害の危険から肌を保護
～ 3種の植物によるブルーライト対策～

クローダジャパン

「Senestem」炎症誘発メディエーターの抑制

「Citystem」酸化因子の減少効果
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　セティは、フランスの有力化粧品原料メーカー・
シラブ社の日本総代理店を務める。
　シラブ社では、メラニン合成抑制とメラノソーム
輸送制限、光誘発の色素沈着抑制などメラノサイト
における様々な過程にアプローチする美白原料「ホ
ワイトニル」を開発し、このほど、「ホワイトニル」
の美白に関する新データを取得した。
　「ホワイトニル」は、ダルス（紅藻）由来のキシ
ロースとガラクトースに富んだオリゴ糖成分で、今
回は新たに「メラノサイトのエピゲノムの修復」「エ
クソソームによる細胞内コミュニケーションの調
節」「メラノソームの転送」などへの作用が確認さ
れた。
　「メラノサイトのエピゲノムの修復」に対する作用
では、正常ヒトメラノサイトを用いてＵＶを照射し、
引き起こされるエピゲノムの変異について定量ＰＣ
Ｒ法で測定した。その結果、「ホワイトニル」を0.5
％添加することでメラノソーム輸送に関与するミオ
シン遺伝子（Myo5a）を調節するmiRNA145の発現
が59％増、メラニン形成関連転写因子（MITF）遺
伝子を抑制するmiRNA218（33％増）とmiRNA675

（50％増）の発現がいずれも有意に増加し、「ホワイ
トニル」がメラノサイトにおける光誘発性のエピゲ

ノム変異を調節することが示唆された。
　「エクソソームによる細胞内コミュニケーション
の調節」に対する作用では、ケラチノサイトにＵＶ
Ｂを照射後、ホワイトニルを1.0％添加して３日間
培養後にエクソソームを単離した。
　そして、単離したエクソソームをメラノサイトに
処理し、培養後にＲＮＡを抽出して定量ＰＣＲ法で
測定した結果、メラニン合成に関与する遺伝子であ
るMyo5a・TYRP1・MITFの発現を抑制すること
が明らかとなった。
　「メラノソームの転送」に対する作用では、ヒト
メラノサイトとHaCaTケラチノサイトを共培養し、
ＵＶＢを照射してウェスタンブロット法と免疫蛍光
染色法で検出を行った。その結果、「ホワイトニル」
を0.5％添加することにより、メラノソームがケラ
チノサイトに転送されるのを防ぐことを確認した。
　「ホワイトニル」の効果は白人とアジア人のボラ
ンティアですでに実証済みで、白人の肌におけるヒ
ト評価では健康な女性ボランティア（34名、平均48
±７歳）の半顔ずつにプラセボおよびホワイトニル
３％配合エマルションを１日２回塗布し、56日後に
評価者（図１）と自己評価（図２）でそれぞれ評価
を行った結果、いずれも良好なスコアを示した。

「ホワイトニル」の美白に関する新データ取得
～メラニン合成に関与する遺伝子の発現を抑制～

セティ

図１ 白人の肌におけるヒトによる評価（評価者による評価）

図２ 白人の肌におけるヒトによる評価（自己評価）
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性作用が確認さ
れた。（グラフ）
　以上から、２
種類のコメ発酵
液は美白効果が
期待できる原料
といえる。また、
オールインワン
タイプは、アミ
ノ酸タイプに比べ、外観や特有の匂いがあるものの、
より高い美白効果が期待できる。
　発酵技術は、素材となる野菜や果物、種子の種類
などを変えることでオリジナリティのある製品を開
発することができる。近年は、食品分野での発酵食
品の人気とともに、美容業界においても発酵エキス
を採用した化粧品が話題になっている。
　同社は、その発酵技術を活かして、顧客の要望や
商品企画に応じて米麹の種類や配合比率、発酵条件
をコントロールすることで、顧客オリジナル原料と
しての開発・提供も行っている。
　2018年２月には恒例となった原料セミナーを大
阪・東京の２カ所で開催し、上記の「米麹発酵液」
シリーズを紹介し、発酵技術の認知を高めた。
　そのセミナーでは、2002年より日本総代理店を務
める米国・機能性原料メーカー・Active Concepts
社の新規３原料も紹介した。
　その一つである、緑藻類由来原料「AcquaSeal A
agae10」は、肌の透明感をアップさせる機能性原
料だ。評価試験では、細胞の水分保持作用、再生増
殖作用のほか、皮膚の赤みを抑える抗炎症効果など
が確認されている。
　緑藻類はサスティナビリティの観点からも注目さ
れており、緑藻由来の「AcquaSeal Algae10」は環
境に配慮したサスティナブルな原料として製品の付
加価値を高めることも可能だ。

　香料・化粧品原料の開発・販売事業を展開する永
廣堂本店は近年、アミノ酸発酵技術を用いた独自原
料の研究開発を進めており、「オリジナル米麹発酵
液」の販売を開始している。
　これまで「コメ発酵液（アミノ酸タイプ）」「コメ
発酵液（オールインワンタイプ）」「コーヒー米麴発
酵液」「レンゲソウ米麴発酵液」の４品を規格品と
してラインナップしている。
　中でも、２種類の「コメ発酵液」は、アミノ酸、
ビタミン、ミネラルのほか、シミの原因となるメラ
ニンをつくりだす酵素（チロシナーゼ）の活性を阻
害する効果が期待できる「コウジ酸」を豊富に含ん
でおり、化粧品への配合により、保湿効果とともに
美白効果が期待できる。
　どちらも、グルタミン酸やロイシン、アスパラギ
ン酸をはじめ十数種類のアミノ酸を含んでいる。
アミノ酸タイプは495mg ／ 100ｇ、オールインワン
タイプは957mg ／ 100ｇのアミノ酸量を含有してお
り、高い保湿効果が期待できる。
　コウジ酸濃度は、アミノ酸タイプが630ppm、オ
ールインワンタイプは2700ppmを示し、大学研究
機関で実施したチロシナーゼ活性阻害試験では、
アミノ酸タイプ濃度５％でチロシナーゼ阻害率が
36.44％、一方の「オールインタイプ」は濃度１％
で26.32％、濃度５％では69.59％という強い阻害活

高濃度コウジ酸含有のコメ発酵液に美白効果
～発酵技術を活かしオリジナル原料の開発もサポート～

永廣堂本店

コメ発酵液のチロシナーゼ活性阻害試験

２月に開催した東京セミナーの様子
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出して濃縮・精製し、誕生したのが「パセノール」だ。
　「パセノール」の主成分であるピセアタンノール
は、アンチエイジング原料として知られるレスベラ
トロールと同様に、サーチュイン（SIRT1）活性化
をはじめ、様々な生理作用を有することが確認され
ている。
　化粧品原料における肌への作用としては、メラニ
ン産生細胞において、ピセアタンノールが濃度依存
的にメラニン合成量を低下させ、その効果はレスベ
ラトロールよりも強いことが確認され、シミの形成
を抑える可能性が示唆された（図２）。
　「パセノール」ではこのほか、繊維芽細胞のコラ
ーゲン産生促進と、角化細胞における抗酸化物質の
グルタチオン量の増加などの作用も確認されている。
　「天然素材でかつ女性らしいイメージのあるパッ
ションフルーツは、素材自体にストーリー性があり、
化粧品にもリンクしやすい。昨年の化粧品開発展で

『パセノール』の化粧品原料を初披露して以降、着
実に認知が高まっていることを実感している。今後
も総合的なアンチエイジングにアプローチする原料
として、提案をより一層強化していきたい」（松井
悠子新領域創造事業部チーフマネージャー）

　菓子・食品メーカーの森永製菓では、独自開発
したアンチエイジング成分を含有する天然由来の
健康素材「パセノール（アルファベット表記：
Passienol）」の化粧品原料販売を昨年から開始し、
近年注目を集めている内外美容のトレンドに合わ
せ、食品・化粧品の両軸で提案を強化している。
　同社では、2006年から健康美容市場の拡大を見据
えて独自素材を探索するプロジェクトを開始し、素
材としての魅力が高く、機能性を発揮する可能性が
ある素材として着目したのが南米原産の果物「パッ
ションフルーツ」だった。
　パッションフルーツは熱帯・亜熱帯の植物で、芳
醇な香りと甘酸っぱい味わいが魅力の果物として南
米をはじめ、ハワイや東南アジア、オーストラリア
で一般的に広く食されている。
　同社がパッションフルーツに関して様々な研究を
進めていく中で、種子にレスベラトロールと非常
によく似た構造を有し、天然界にあまり存在して
いないポリフェノールの一種「ピセアタンノール」

（Piceatannol）が豊富に含まれていることを発見し
た（図１）。
　そして、この成分を同社の特許技術で種子から抽

独自素材「パセノール」を食品・化粧品の両軸で提案
～有効成分「ピセアタンノール」がメラニン合成を抑制～

森永製菓

○○○○●○○○○●

○
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図 2  ピセアタンノールのメラニン合成抑制作用

図 1 パッションフルーツ種子はピセアタンノールが豊富
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 リポテックは、肌の美白や色むらの抑制にアプロ
ーチする原料として2015年より「BRIGHLETTE 
marine ingredient」を展開している。
　「BRIGHLETTE」は、スペイン・カナリア諸島
のテネリフェ島の南西海岸で採取された海洋微生物
から、バイオテクノロジーを用いて抽出した原料だ。
同原料は、皮膚の色素沈着プロセスの複数にわたる
段階で作用し、表皮におけるメラニンの沈着を減少
する。メラニンの生成は、メラノサイトという特定
の細胞で生じる。この細胞は表皮の基底層に存在し、
数多くの樹状突起を広げ表皮下層のケラチノサイト
に接触する。この時、各メラノサイトが30 ～ 40個
のケラチノサイトと接触し、表皮メラニン単位を形
成する。
　メラノサイトは、メラノソームと呼ばれる膜結合
細胞小器官内でメラニンを合成する。この小胞にメ
ラニン色素が充填されると、小胞がメラノサイト樹
状突起に沿って移動し、ケラチノサイトまで運ばれ
る。ケラチノサイトではメラニンが紫外線を吸収・
散乱させ、肌を保護する機能を与える。
　色素沈着のレベルとそれによる肌の見た目の色
は、メラニン生成・拡散プロセス全体で生じる複数
の因子によって決まる。その中で最も重要な因子が、
メラノサイトの活性であり、この因子がメラニンの
生成量とメラノソームの数を左右する。
　肌におけるメラニン沈着をもたらすプロセスに
は、複数のフェーズが関与している。まずメラノサ
イトの活性化が生じ、それによりメラニン形成に必
要な遺伝子の転写が生じる。次にメラノソームが形
成され、その内部でメラニンが合成される。最後に
メラノサイト樹状突起の先端までメラノソームが移
動し、ケラチノサイトに運ばれる。
　これに対し「BRIGHLETTE」は、通常時におけ
る表皮メラニンの生成と分配を制御するメラニン形
成タンパク質遺伝子の発現を調整する。また、メラ

ニン合成酵素遺伝子の発現を抑えるほか、チロシナ
ーゼタンパク質の発現とその活性も抑制し、色素生
成機能を最小限に抑えることがin vivo試験で確認
された。
　さらにメラノソーム特異タンパク質Melan-Aもタ
ーゲットとし、メラニンを生成する細胞小器官の成
熟を阻害する。この原料の抽出成分の作用によりメ
ラノサイト培地におけるメラニン生成が減少するこ
とも確認され、同抽出物の活性成分はケラチノサイ
トがメラノサイトを取り込むメカニズムである貪食
作用を阻害する。
　年齢によるシミに関連する過剰色素沈着を誘導し
た皮膚モデルでは、「BRIGHLETTE」が過剰なメ
ラニンの蓄積を抑える機能を発揮した。同時に、Ｄ
ＮＡ修復経路の発現も誘導し、紫外線に肌がさらさ
れた際に、防御機能が低下するのを抑える作用があ
ることも確認された。
　in vivo試験による評価によれば、同抽出物は、
シミのコントラストとサイズ、メラニン含有量を抑
えることにより、美白と肌の色むらを抑える作用を
発揮したという。

ロングセラーの海洋微生物由来原料「BRIGHLETTE」
～美白や肌の色ムラ抑制に多角的にアプローチ～

リポテック

ボランティア被験者の皮膚全体の色素沈着（処理前、処理後）
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　アイ・ティー・オーでは美白効果など多くの効果
が期待できる新規の両親媒性ノニオンビタミンＣ誘
導体「ＧＯＶＣ」（表示名称／水、カプリリル２-グ
リセリルアスコルビン酸）を世界で独占販売してお
り、毎年の売上を大幅に更新し好調であるという。
　ビタミンＣ誘導体（ＡｓＡ）の２位の水酸基にグ
リセリン、３位の水酸基にオクタノールを結合させ
ることで従来の不安定な両親媒性ビタミンＣ誘導体
の安定性化を成功させ、皮膚科医と連携し臨床応用
研究を精力的に進めている。
　ビタミンＣの美白効果以外にも、グリセリンの結
合による保湿効果も期待できる。このため、これま
でのビタミンＣ誘導体にみられた肌の乾燥感やつっ
ぱり感の軽減が期待できる。チロシナーゼ活性中心
によるラジカル産生を抑えることにより健常色素細
胞への安全性も考慮した。また、オクタノール基に
より、抗菌効果も期待できる。特にニキビの原因菌
のp.アクネスに高い抗菌性を発揮するという（図１）。
　「100℃近い加熱条件でも『ＧＯＶＣ』はほとんど
渇変せず、ｐＨ5-8という幅広いｐＨ領域で使用で
きる。推奨濃度１％では、カーボポール、ポリアク
リル酸などの水溶性高分子の粘度低下や、白濁が発
生しない。推奨濃度での使用条件においては同じ両
親媒性誘導体グループの中で高いコストパフォーマ
ンスも実現した。高いメラニンの産生抑制作用、Ⅰ
型コラーゲンや線維芽細胞賦活作用を持つので、美

白、シワに効果
的で、特にニキ
ビに対しては多
くの美容クリニ
ックの医師から
支 持 さ れ て い
る」（辻野利哉
専務）
　メラニン抑制

では、活性酸
素消去、チロ
シナーゼ産生
抑制だけでな
く、輸送タン
パク産生抑制

（図２）とい
う新たなメカ
ニズムが加わ
ったことも、
従来のビタミンＣ誘導体にはない特長と言える。
　官能評価試験では「ＧＯＶＣ」はべたつきやきし
みがなく、しっとりした使用感が得られるなど従来
のビタミンＣ誘導体では考えられない感触バランス
の完成度の高さを誇る。2014年の日本皮膚科学会総
会、日本美容外科学会総会、ＩＦＳＣＣ2014フラン
ス大会での臨床研究発表を皮切りに日本形成外科学
会総会2015年、ＩＦＳＣＣ2016米国大会でも発表。
昨年2017年には、スイスで行われた欧州皮膚科学会
(ＥＡＤＶ)において、ニキビ専門医の黒川一郎医学
博士（明和病院にきびセンター、センター長）らに
よりニキビに対する炎症や炎症後色素沈着について
の臨床効果の発表が行われた。
　「ニキビだけでなく、美白の試験でも好結果が出
ており、多機能で使いやすくかつ効果が感じられる
ビタミンＣ誘導体である。性状は無色透明の液体で
安定している。推奨濃度は0.5 ～１％であり、従来
のビタミンＣ誘導体よりも低濃度で効果を発揮する
ことからフォーミュレーターにとって使いやすい原
料である。国内だけでなく、海外でもメーカー研究
者からの高い評価を受けており、採用が増えている
のではないか」（辻野氏）
　「ＧＯＶＣ」は、多様な化粧品形態に応用でき、
弱酸性であることから弱いマイナス電荷を持つた
め、イオン導入も可能であると考えられる。

新規両親媒性ビタミンＣ誘導「ＧＯＶＣ」が世界で好調
～安定した状態で美白など様々な効果を発揮～

アイ・ティー・オー

図 2 「GOVC」の可逆的なメラノソーム輸送阻害作用

図１ 「GOVC」の抗アクネ菌活性
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BEAUTY　SCIENCE

　ＢＡＳＦジャパンでは2017年秋に導入した紫外線吸
収剤「Tinosorb S Lite Aqua」を積極的に提案している。
　油溶性の紫外線吸収剤「Tinosorb S」をポリマ
ーマトリックス化技術により水相分散を可能にした

「Tinosorb S Aqua」の改良版であり、ＵＶＡ、ＵＶＢ
をブロードスペクトルにカバーする「Tinosorb S」の特
長に加え、みずみずしく軽い感触のサンスクリーン処方
の調製がより幅広くできるようになる。
　「Tinosorb S Lite Aqua」の水相への添加により、
油溶性の紫外線吸収剤を溶解させる油剤の量を低減
でき、感触を重視した油剤が使える。さらに、エマル
ジョン処方の化粧品において油相と水相の両相を防御
することから、相乗効果でより高い紫外線防御効果が
得られる。
　表示名称は「ビスエチルヘキシルオキシフェノールメ
トキシフェニルトリアジン、（アクリレーツ／メタクリル酸
アルキル（Ｃ12-22））コポリマー」で、淡黄色の水分
散液である。
　「当社は『Tinosorb S』のカプセル化技術で特許を
持つ。モノマー中に紫外線吸収剤を溶解し、超音波

で乳化処理をした
後、ミニエマルジ
ョン重合化する。

（図１）『Tinosorb 
S』２％を油相に
添加したものと、
水相に水分散体と
して同量の有効成
分量である10％の

『Tinosorb S Lite 
Aqua』を添加したものの紫外線防御効果を比較する
と、ＳＰＦ値がより高まる相乗効果が得られることが
わかる（図２）」（分部孝範ケアケミカルズ事業部パー
ソナルケアソリューションズテクニカルマーケティング＆
サービスシニアマネージャー）
　カプセルが肌に均一な塗膜を形成することで耐水性
が高まり、アンチポリューション効果を発揮するのも大
きな特長だ。
　サンプルを塗布したプレートに砂を付着させる試験
では、「Tinosorb S」（1.5％）の付着率が34.8％であ
るのに対し、「Tinosorb S Lite Aqua」（５％、有効
性分換算１％）では24.5％にとどまり、３割ほど減少
した。（図３）紫外線防御効果を落とすことなく汚染物
質の付着を防ぐ効果が期待できる。
　「化粧品業界ではアンチポリューションに対するニー
ズが高まっており、それに合致する製品としてお客様
から好感触を得ている」（分部氏）
　昨年新たに追加した「Uvinul QD」も、注力製品の
１つだ。医薬部外品に適合した紫外線吸収剤のプレミ
ックスで、事前に溶解処理を施した液体タイプであり、
加熱・溶解作業の労力とエネルギーを低減し、ハンド
リングの大幅な改善が期待できる。ＵＶＢ～ＵＶＡ領
域をバランスよくカバーし、常温での添加も可能なため、
配合がしやすく、紫外線吸収剤の処方組みに慣れてい
ない人でも使いやすい。

紫外線吸収剤のカプセル化で処方の自由度拡大
～肌への大気汚染物質付着の低減効果も～

ＢＡＳＦジャパン
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Ingredients 112901 010901A
Cetiol® B 6.00 6.00
Cetiol® AB 3.00 3.00
Uvinul® MC 80 7.00 7.00
Uvinul® A Plus 7.00 7.00
Tinosorb® S 1.50 -
Uvinul® N 539 T 3.00 3.00
Eumulgin® SG 1.20 1.20
Water Qsp to 100
Butylene Glycol 4.00 4.00
Tinovis® GTC UP 2.00 2.00
Edeta® BD 0.10 0.10
Xanthan Gum 0.15 0.15
Sodium Hydroxide (10% 
solution) Qs Qs

Ethanol 10.00 10.00
Orgasol 4000 EXD 2.00 2.00
Purisoft® POE LS 9726 - -
Cetiol® Ultimate 4.00 4.00
DowCorning 9041 Silicone 
Elastomer Blend 2.00 2.00

Tinosorb® S Lite Aqua - 5.00

図２

SPF 24

SPF 20

SPF 15

(in silico)

Tinosorb® S Lite AquaのＵＶ防御効果： 

図１

図３
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美白＆サンケア原料

　化粧品やサプリメント原料の商社ビジネスを展開
しているウィルファームはこのほど、紫外線防護効
果がある天然由来の化粧品原料「ニュートロックス
サン」の販売を開始し、各社で、サンケア商品の稼
ぎ時となるゴールデンウィークを開始目途に末端へ
製品を流し始める準備が進んでいる。
　スペインのモンテローダ社が生みの親となってい
る「ニュートロックスサン」は、すでにサンケア用
途のサプリメント素材として相応な採用また消費の
実績があり、同社の大田礼文社長によると約50社の
販売会社が商品供給元となって同40億円（上代ベー
ス）の市場が形成されているという。
　このように、いわゆる「飲む日やけどめ」のマー
ケットが比較的短期間で数十億円の規模を形成でき
た背景について、大田氏は「日本国内では皮膚科医
の推奨から始まった。免疫過敏によって起こる皮膚
トラブルを抱える方はサンケア製品が塗れず、塗ら
ない日やけ止めに飛びついてくださった」のだと説
明している。
　ドクターの力を借りて普及した通称「日傘サプリ」
の成功を足掛かりに、内外美容を提唱したかった同
社はモンテローダ社の了承を取り付けて化粧品への
活用へ舵を切って行った。
　化粧品に汎用できるエビデンスがそろっていたこ
とから最初の一歩が踏み出しやすかったほか、「ニ
ュートロックスサン」の販売先や、その先にいるサ

プリメントの
愛用者までが
化粧品用途を
歓迎する風を
送ってきたこ
とから、大田
氏は早い段階
からコスメで
の普及に明る
い見通しを抱
いたのだという。
一方で、化粧品原料としての「ニュートロックスサ
ン」の普及・浸透が進んでいくタイミングに先手を
打ち、大田社長はサプリメント用データの汎用では
ない化粧品独自のエビデンスを揃えていきたいと強
調している。
　また、サプリメント展開では行ってこなかった試
みとして、化粧品では自社ブランドを冠した商品（写
真）を用意して美容サロンなど製造ロットがこなせ
ない小口の購入希望者にも対応していく。末端に近
い事業者と直接的に触れることで、従来とは色合い
の違った情報を得たいという期待がある。
　ただ、原料販売と販路を棲み分けするため、自社
ブランドは子会社ウィルコスメからの展開となる。
　さらに、「ニュートロックスサン」の販売先への
支援活動として、顧客企業が販売力を高めるための

セミナー開催や
動画提供に力を
入れている。大
田氏は、徹底し
た 側 面 支 援 と

「原料をセット
で提案する」と
力 を 込 め て い
る。

紫外線対策に「食べる時代」を提唱
～サプリで積んだ豊富な実績を化粧品に応用～

ウィルファーム

レ摂取開始から57 日後、MEDを確認したところ、
（34％；p 0.01）の結果となった。さらに摂取後 85 日後にも確認したが
（56％；p 0.008）となった。
レこれらの結果は NutroxSun は紫外線から肌を保護したことを意味
する。また摂取開始から57 日後以降は、さらに統計的に明らかな
結果となっている。


